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以上より,分数型漸化式 αη+1=γα″+sの
解法についてまとめると,

の2つの解を,α,β とするとき,α″+1=

［一［
=わπとおけば,♭π+1=λιπとなり,

これが 例 題 1の 置き換えの秘密です。
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漸化式 %+1=器 .こ おいて,αη+1と の をチtに ιと置き換えた式 ′=無
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とい う形に変形できる ここで ,

Type ① の漸化式に帰着される.
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′と置き換えて,
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よって,(ι -2)(′ +4)=0よ り,す =2,-4
したがって,みπ=α
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置き換えたわけです これにて一件落着

し , し か し ,こ の 解 法 に は 重 大 な 欠 点 が あ り ま す .

次のような疑間の声に対してどのように答えますか ?

たしかに,重解 (α =β )の場合,うπ=
まいます
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漸化式の+1==糖 において, απ+1と απをメれこ′と置き彬ミえた式ι==無

の2つ の解を, α, βとして, 1劣{≡
旨

==わκと置き換え″tばうまく角早けることはわか

りましたが,2つの解α,β が,α =β になるとき,つ まり重解になるときはどうす

か ?

=tf==1となっζなんだかワケわかんなくなりますが……鈎［一［
そこで,つぎの 解法② に従います
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靴 式 ぃ =器 においζ 姉 と

の 2つの解のうちの一つを,α とするとき,
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απを共にすと置き換えた式 ′=p′
十 g

如=り協「1子
は

απ+1-α

とい う形に変形できる.こ こで , =θπとおけば,θη+1=θ bπ tt Bと なり,
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Type ③ の漸化式に帰着される.

この解法の凄いと

ています つまり,

ころは,ι =半
井幸

=の

2つ の解 の うちの一つ を α と し,こ の αだ けを用 いて変形 し

`=p`十

gの
解が2つ だろうが重解で1つ になろうが全く関係がないのです

π +s

れでタこれが 例 題 2の置き換えの秘密です。 問蒸,と各∫!

囮 加 れ 判 =籍 い ¨ 湘 とら を知 =と 置摯 えた却 =料 が重解をも

つわけではありませんが,あえてこの方法で解いてみたわけです

いちおう証明しておきます
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式中の (※ )部分の変形について αはオ=p′
+9の

解 (の 一つ)なので ,

α=器  
⇔  αoα +s)==pα tt g ⇔  pα

_γα2==sα _g ⇔  α=p_γ
α

という理由に基づきます  解法① の説明の途中で登場した式変形の逆をたどっているだけです このこ

とからも,解法① と
匝 法 回

が「同じ穴のムジナJであることがわかると思います

さて,最後に一言 漸化式 の+1=″
の 十sの一般的な解法の仕組みを紹介してきましたが,何度も

言っているように,入試で出題される場合は,必ず誘導やヒントがあるので,全 く知らなくても大丈夫です

最初の 例題 1 と匝□目 2 の問題が解ければそれで十分です この問題で登場する式変形をマス
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